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所得税の確定申告と市県民
税申告の受付が始まります
消防団出初式
まちの話題
保健のページ
くらしの情報コーナー
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１月２４日㈰午前１１時のスタート直後の様子。
１区は小学生男子が伊美小学校正門先から東中公民館先
までの１．０３ｋｍを力走しました。

第４回国東市駅伝競走大会
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付
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申
告
期
間
は
２
月
15
日
㈪
か
ら
３
月
15
日
㈪
ま
で

　

市
で
は
、
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
国
東
市
に
住
ん
で
い
る
方
を
対
象
に
、

平
成
21
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民
税
申
告
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

会
場
と
時
間
な
ど
の
日
程
を
本
庁
お
よ
び
、
支
所
ご
と
に
表
に
し
ま
し
た
の
で

確
認
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
会
場
で
申
告
期
限
内
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
地
区
で
申
告
受
付
会
場
の
変
更
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

〔
申
告
が
不
要
な
方
〕

⑴
　

３
月
15
日
㈪
ま
で
に
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
方
。

⑵
　

給
与
所
得
者（
年
末
調
整
済
）で
、

給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
な
く
、
勤

務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に

提
出
さ
れ
る
方
。

⑶
　

公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
な
く
、

そ
の
年
金
収
入
合
計
額
が
65
歳
以
上

（※

１
）の
方
で
１
４
８
万
円
未
満
、

65
歳
未
満（※

２
）の
方
で
98
万
円
未

満
の
場
合
。

〔
申
告
が
必
要
な
方
〕

⑴
　

給
与
所
得
ま
た
は
、
公
的
年
金
以

外
の
収
入
が
あ
る
方
。

　

平
成
22
年
度
（
21
年
分
）
の
市
県
民

税
（
国
民
健
康
保
険
税
・
長
寿
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
）
申
告
納
税
相
談

お
よ
び
申
告
受
付
を
２
月
15
日
㈪
か
ら

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
下
記
に
、
申

告
が
「
不
要
な
方
」
と
「
必
要
な
方
」

を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
申
告
が
必
要

な
方
は
、
配
布
さ
れ
た
申
告
書
で
申
告

期
限
内
に
申
告
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

市
県
民
税
の
申
告
書
は
区
長
文
書

で
各
戸
１
枚
の
配
布
で
送
付
し
て
お

り
ま
す
。

⑵
　

給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
を
さ

れ
な
か
っ
た
方
。

⑶
　

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
そ

の
年
金
収
入
合
計
が
65
歳
以
上
の
方

で
１
４
８
万
円
以
上
、
65
歳
未
満
の

方
で
98
万
円
以
上
あ
る
方
。

⑷
　

遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金
等
の
所

得
税
非
課
税
年
金
収
入
の
み
の
方
。

⑸
　

国
東
市
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養

に
な
っ
て
い
る
方
。

※

１
　

Ｓ
20
・
１
・
１
以
前
に
生
ま
れ
た
方

※

２
　

Ｓ
20
・
１
・
２
以
降
に
生
ま
れ
た
方

◎
申
告
の
際
の
注
意
点

　

介
護
保
険
に
お
け
る「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
る
方
は
、
市
民
健
康
課
介
護
保

険
班
・
各
総
合
支
所
地
域
市
民
健
康
課

で
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を

受
け
る
方
は
、
医
療
機
関
の
お
む
つ
証

明
書
と
お
む
つ
代
等
の
領
収
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
む
つ
代
に
つ

い
て
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
の
場
合
は
、
市
民
健
康
課
介

護
保
険
班
・
各
総
合
支
所
地
域
市
民
健

康
課
で
お
む
つ
使
用
証
明
書
を
発
行
し

ま
す
。

◎
申
告
に
必
要
な
も
の

⑴
　

印
鑑

⑵
　

21
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
、

生
命
保
険
（
個
人
年
金
）、
損
害
保

険
、
医
療
費
等
の
領
収
書
又
は
証
明

書
⑶
　

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
又

は
事
業
主
か
ら
の
給
与
支
払
い
証
明

書
⑷
　

営
業
、農
業
、不
動
産
な
ど
の
収
入・

支
出
の
明
細
が
証
明
で
き
る
も
の
。

⑸
　

本
人
又
は
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
が

障
害
者
、
戦
傷
病
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
（
障
害
者
手
帳
等
）

◎
農
業
所
得
の
申
告
の
仕
方

　

農
業
所
得
は
、
21
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
に
得
た
金
額
（
個
人
販
売
や
家
事

消
費
を
含
む
）
を
計
算
し
て
、
申
告
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
の
方
法
は
、
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
金
額
を
算

出
す
る
収
支
計
算
で
す
。
そ
の
た
め
、

販
売
（
出
荷
）
伝
票
や
必
要
経
費
の
領

収
書
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
（
申
告

書
の
裏
面
）
に
記
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
準
備
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
市
県
民
税  

申
告
の
ご
案
内

　
　
　

（
国
民
健
康
保
険
税
・
長
寿
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
）
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※本年度は本庁税務課前会議室の申告受付を実施しませんの
で地区申告日の都合が悪い方は２月21日㈰、３月７日㈰、
３月11日㈭・12日㈮の「アストくにさきアグリホール」を
ご利用ください。

別府税務署申告相談

別府税務署出張申告相談

国東市役所【国東町管内】 （申告時間　午前９時～午後４時）

収
入
金
額
と
は

　

農
作
物（
水
稲
、
野
菜
、
果
樹
類
等
）

を
農
協
や
青
果
市
場
に
出
荷
し
た
際
の

販
売
金
額
と
家
事
消
費
分
で
す
。

※

販
売
証
明
書
や
営
農
口
座
通
帳
等
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

必
要
経
費
と
は

　

農
作
物
を
育
て
る
た
め
や
出
荷
す
る

た
め
に
要
し
た
経
費
で
、
肥
料
・
農
薬

代
、
農
作
業
委
託
料
、
農
機
具
の
修
理

代
、
農
機
具
購
入
代
金
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

※

領
収
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

家
事
消
費
米
、
自
家
用
そ
菜
な
ど
の

指
標
の
廃
止

　

平
成
21
年
か
ら
家
事
消
費
米
、
自
家

用
そ
菜
な
ど
の
指
標
が
廃
止
さ
れ
た
の

で
、
近
隣
の
時
価
等
で
収
入
計
算
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
班

☎
０
９
７
８
72
５
１
６
２

国
見
総
合
支
所

地
域
総
務
課
総
務
・
税
務
班

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
１

武
蔵
総
合
支
所

地
域
総
務
課
総
務
・
税
務
班

☎
０
９
７
８
68
１
１
１
１

安
岐
総
合
支
所

地
域
総
務
課
総
務
・
税
務
班

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
１

平成22年度（平成21年分）所得税・市県民税等申告日程表

２月16日㈫～３月15日㈪
※土曜日・日曜日を除く

日　　時

日　　時

午前９時～午後４時

午前９時～
　午後４時

会　　場

「NTT別府ビル２階」（別府税務署隣り）

日　時
２月25日㈭
２月26日㈮

２月15日㈪

２月16日㈫

２月17日㈬

２月18日㈭

２月19日㈮

安 国 寺
今 在 家
興 導 寺
小原・黒津
上小原
川原・上立
山吹・原
北江・尾本
田深・吉木
新栄
下成仏・中田
成仏・見地
岩屋・行入
赤松・横手
岩戸寺・長野
来浦・中村
浜陽・浜陰
奈良原

アストくにさき
アグリホール

上 国 崎 地 区
公 民 館
豊 崎 地 区
公 民 館

来浦地区公民館
（活性化センター）

対象区名 会　場

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

午前９時～
午後１時～
午前９時～
午後１時～

午前９時～

午後１時～

国東町全地区
（午前９時～午後４時）

日　　時

２月21日㈰

２月22日㈪

３月７日㈰

３月８日㈪

３月９日㈫

３月11日㈭
３月12日㈮

綱井・重藤
上 治 郎 丸
下 治 郎 丸

深江・堅来
柳
塩屋・浦手
松原
寺山・浜崎
富来・藁蓑
大恩寺

アストくにさき
アグリホール

旭 日 地 区
公 民 館

アストくにさき
アグリホール

富 来 地 区
公 民 館
（旧富来中学
校柔剣道場）

アストくにさき
アグリホール

対象区名 会　場

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

国東町全地区
（午前９時～午後４時）

国東町全地区
（午前９時～午後４時）

対象税目　所得税、個人事業者の消費税、地方消費税、贈与税等

内　　　　　容

税務署申告相談　国東市内全地区

会　　場

アストくにさき　アグリホール

問い合わせ　別府税務署　 ☎0977㉓2111　　国東市役所税務課 ☎0978725162　　国見総合支所 ☎0978821111
　　　　　　武蔵総合支所 ☎0978681111　　安岐総合支所　　 ☎0978671111
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国見総合支所【国見町管内】 （申告時間　午前９時～午後４時）

※地区申告日の都合が悪い方は２月28日㈰、３月10日㈬の
　「みんなんかん」をご利用ください。

武蔵総合支所【武蔵町管内】 （申告時間　午前９時～午後４時）

※地区申告日の都合が悪い方は２月28日㈰、３月10日㈬の「武蔵総合支所２階大会議室」をご利用ください。

安岐総合支所【安岐町管内】 （申告時間　午前９時～午後４時）

※地区申告日の都合が悪い方は、２月21日㈰、３月７日㈰・11日㈭・12日㈮の「安岐総合支所 保健センター」をご利用ください。

日　　時

２月23日㈫

２月24日㈬

２月28日㈰

３月１日㈪

３月２日㈫

西方寺・岡
鬼 籠
浦 手
櫛 海

赤根・千灯
野田・新涯
八坂団地
西中・東中
川西
浜中・本城
上櫛来・下櫛来
古江

竹 田 津 改 善
セ ン タ ー
（竹田津出張所）

みんなんかん

みんなんかん

対象区名 会　場
午前９時～
午後１時～
午前９時～
午後１時～

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

日　　時

３月３日㈬

３月４日㈭

３月５日㈮

３月10日㈬

上 岐 部
中 岐 部
下 岐 部
（小江・長瀬を除く）

大 熊 毛
向 田

熊 毛 改 善
セ ン タ ー
（熊毛出張所）

みんなんかん

対象区名 会　場

午前９時～

午後１時～

午前９時～
午後１時～

小熊毛・小江・長瀬
（午前９時～午後４時）

国見町全地区
（午前９時～午後４時）

国見町全地区
（午前９時～午後４時）

日　　時

２月19日㈮

２月22日㈪

２月23日㈫

２月26日㈮

２月28日㈰

池 ノ 内
花 山 団 地
藤 本
内 田
古 市 下
古 市 上
糸 原 下
糸 原 上
南糸原・小城
三 井 寺
志 和 利

武蔵総合支所
２階大会議室

武蔵総合支所
２階大会議室

対象区名 会　場
午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

午前９時～
午後１時～
午前９時～

午後１時～

日　　時

３月１日㈪

３月２日㈫

３月３日㈬

３月４日㈭

３月10日㈬

成吉・向陽台
今 市
手 野 下
手 野 上
吉広下・狭間
吉 広 上
麻 田 下
麻 田 上
丸 小 野 下
丸 小 野 上

武蔵総合支所
２階大会議室

西地区公民館
（武蔵出張所）

武蔵総合支所
２階大会議室

対象区名 会　場
午前９時～
午後１時～
午前９時～
午後１時～
午前９時～
午後１時～

午前９時～

午後１時～

武蔵町全地区
（午前９時～午後４時）

武蔵町全地区
（午前９時～午後４時）

日　　時

２月15日㈪

２月16日㈫

２月17日㈬

２月18日㈭

２月21日㈰

２月24日㈬

諸田・中野
小俣・久末
弁分・矢川
天堤
両子・富永
恒清・糸永
下 原 上
下 原 下
下 原 中
大 海 田
塩 屋 第 一
塩 屋 第 二
下 原 港
下 原 西

上 馬 場
下 馬 場
山口・馬渡
向陽台

あさぎりの郷
（朝来出張所）

梅園コミュニティセンター
（西武蔵出張所）

安岐地区公民館
（旧漁民センター）

安岐総合支所
（保健センター）

安岐総合支所
（保健センター）

対象区名 会　場

安岐総合支所
（保健センター）

安岐総合支所
（保健センター）

安岐総合支所
（保健センター）

安岐総合支所
（保健センター）

会　場

午前９時～

午後１時～

午前９時～
午後１時～

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

日　　時

２月25日㈭

３月５日㈮

３月７日㈰

３月８日㈪

３月９日㈫

３月11日㈭
３月12日㈮

大添・みかん山
下山口
西 本
山浦・橋上
掛樋
油留木・成久
蔦巻

吉 松 本 谷
吉 松 前 谷
美 濃 辺
中園・沢掛
瀬 戸 田 上
西 小 川
東 小 川
瀬 戸 田 下

対象区名

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

午前９時～

午後１時～

安岐町全地区
（午前９時～午後４時）

安岐町全地区
（午前９時～午後４時）

安岐町全地区
（午前９時～午後４時）
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　12月17日㈭、大分県食料・農業・農村振興協
議会主催の第35回大分県麦作共励会・第35回大
分県豆類経営改善共励会の表彰式が大分農業文
化公園で行われました。
　生産技術や品質の向上を目指し、先進的な取
り組みを行う個人や団体を表彰するもので、個
人の部では麦・大豆ともに最優秀賞を受賞する
など市内生産者が上位を独占しました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）

　市ではこれまでごみ収集計画表や広報な
どでごみ出しのルールについてお知らせし
てきましたが、一部ではマナー違反のごみ
もあるのが現状です。以下のような違反が
特に多く見受けられます。マナー違反のご
みは回収できません。

■分別されていない
　可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ（び
ん・かん・ペットボトル）などがひとつ
の指定ごみ袋に入っていることがありま
す。分別にご協力ください。
■市の指定ごみ袋に入っていない
　レジ袋など、指定ごみ袋を使用してい
ないものがあります。
■ごみを出す日や時間帯が違う
　ごみ収集日は、各地区で可燃ごみ、不
燃ごみ毎に決められています。必ず指定
された日の、当日朝８時までに出すよう
にしましょう。

　このようなマナー違反のごみには、×印
の警告シールが張られて取り残されていま
す。速やかにルールに従って、回収できる
ようにして出し直してください。

もう一度ごみ出し
マナーの確認を

　焼却施設以外でごみを燃やす野焼きは、一部の例外
を除いて法律で禁止されています。しかしまだ一部で
は野焼きが行われ、苦情が寄せられています。違反す
ると５年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金に処
せられることがありますので、絶対にやめましょう。

 一部の例外
①国や地方自治体が施設管理を行うために必要な廃棄
物の焼却

　（例河川敷や道路そばの草焼き、海岸漂着物の焼却）
②災害の予防、応急対応又は復旧のために必要な廃棄
物の焼却

　（例災害等の応急対策、火災予防訓練）
③風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な廃
棄物の焼却

　（例正月のしめ縄や門松を焚く行事）
④農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないもの
として行われる廃棄物の焼却

　（例焼き畑、畔の草及び下枝の焼却）
⑤たき火その他日常生活を営むうえで通常行われる廃
棄物であって軽微なもの

　（例落ち葉たき、キャンプファイヤー）
※ただし、上記の焼却にビニール、プラスチック、紙などの
家庭ごみを混入しての焼却はできません。
※その他上記に該当する場合でも、他人の迷惑になる焼却は
できません。

野焼き（ごみの野外焼却）は
法律で禁止されています

　

麦
作
受
賞
者（
左
か
ら
）

　

宮
崎
さ
ん
、中
野
さ
ん
、

◀
松
原
さ
ん

　

豆
類
受
賞
者（
左
か
ら
）

　

石
丸
さ
ん
、河
野
さ
ん
、

◀
松
原
さ
ん
、岸
田
さ
ん

○麦作共励会
◆個人の部　最優秀賞　中野栄治　（国東町中田）
　　　　　　優秀賞　　宮崎正行　（国東町田深）
　　　　　　優秀賞　　松原知弘　（安岐町中園）

○豆類経営改善共励会
◆集団の部　奨励賞　　富来営農組合
　　　　　　　　（石丸政人組合長・国東町富来）
◆個人の部　最優秀賞　松原知弘　（安岐町中園）
　　　　　　優秀賞　　小玉綱美（安岐町下山口）
　　　　　　優秀賞　　河野洋一（安岐町向陽台）
　　　　　　奨励賞　　岸田和章（国見町竹田津）

麦作・豆類経営改善共励会

問い合わせ　環境衛生課　☎０９７８－７２－９００１
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平
成
22
年
の
新
春
を
飾
る

国
東
市
消
防
団
（
池
田
一
彌

団
長
・
１
、
０
１
４
人
）
の

出
初
式
が
、
１
月
10
日
㈰
午

前
９
時
か
ら
国
東
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
池
田

団
長
を
は
じ
め
市
内
４
つ
の

方
面
隊
か
ら
４
９
１
人
の
消

防
団
員
が
出
動
し
、
終
始
き

び
き
び
し
た
規
律
あ
る
動
作

で
各
種
の
点
検
を
受
け
ま
し

た
。

　

開
式
に
先
立
ち
、
前
日
急

逝
し
た
山
本
博
幸
副
団
長
へ

全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
池
田
団
長
の
人

員
報
告
に
続
き
、
点
検
者（
野

田
侃
生
市
長
）・
副
点
検
者

（
高
木
正
史
副
市
長
）
が
来

賓
の
皆
さ
ん
と
中
隊
毎
に
団

員
の
人
員
・
服
装
を
点
検
し

た
後
、
国
東
方
面
隊
（
指
揮

者
・
本
田
勝
久
第
８
分
団

長
）・
安
岐
方
面
隊
（
指
揮

者
・
稙
田
稔
第
13
分
団
長
）

に
よ
る
停
止
間
、
国
見
方
面

隊
（
指
揮
者
・
木
村
英
樹
第

２
分
団
長
）・
武
蔵
方
面
隊

（
指
揮
者
・
栗
林
和
成
第
12

分
団
長
）
に
よ
る
行
進
間
の

小
隊
訓
練
点
検
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
第
４
分
団

第
２
部
・
第
７
分
団
第
２

部
・
第
10
分
団
第
１
部
・
第

15
分
団
第
２
部
に
よ
る
小
型

ポ
ン
プ
操
法
、
第
16
分
団
第

２
部
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法

の
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
は
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
、
会
場
に
訪
れ
た

皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

池
田
団
長
を
先
頭
に
分
列

行
進
を
し
た
後
、
野
田
市
長

の
講
評
が
あ
り
、
消
防
活
動

に
貢
献
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
に

対
し
て
の
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。
大
分
県
知
事
代
理
の
小

野
壽
久
県
生
活
環
境
部
消
防

保
安
室
長
、
磯
崎
陽
輔
参
議

院
議
員
、
小
野
弘
利
、
三
浦

公
両
県
議
会
議
員
、
木
森
耕

治
国
東
警
察
署
長
、
諸
冨
忠

市
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

清
成
隆
第
９
分
団
分
団
長
と

猪
俣
太
志
向
田
区
区
長
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

谷
口
安
幸
区
長
会
長
の
万

歳
三
唱
、
井
門
豊
彦
消
防
長

に
よ
る
火
の
用
心
三
唱
の

後
、
会
場
を
野
球
場
に
移
し

て
放
水
点
検
が
行
わ
れ
点
検

の
す
べ
て
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

点
検
会
場
に
は
、
大
勢
の

皆
さ
ん
が
見
学
に
訪
れ
、
消

防
団
員
の
士
気
旺
盛
な
規
律

あ
る
動
き
に
終
始
真
剣
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
22
年
国
東
市
消
防
団
出
初
式
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消
防
庁
長
官
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
章

副
団
長
　

山
本
　

博
幸

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◆
精
　

績
　

章

副
団
長
　

山
本
　

博
幸

副
団
長
　

西
村
　

敏
雄

副
団
長
　

矢
野
　

千
里

◆
勤
　

続
　

章

副
団
長
　

山
本
　

博
幸

副
団
長
　

西
村
　

敏
雄

副
団
長
　

矢
野
　

千
里

大
分
県
知
事
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
章

川
上
鉄
之
助

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
者

（
30
年
以
上
）

副
団
長
　

土
谷
　

清
実

（
25
年
以
上
）

廣
末
　

厳
二
　
　

國
廣
　

崇
紀

今
熊
　

豪
宏
　
　

吉
武
　

俊
郎

野
田
　

政
美
　
　

荒
木
　

寛
幸

猪
俣
　

利
明
　
　

廣
見
　
　

進

石
川
　

康
巳
　
　

矢
野
　

誠
治

室
　
　

誠
一
　
　

金
當
　

裕
昭

室
川
　

信
明

（
20
年
以
上
）

安
田
　

良
一
　
　

青
山
多
米
男

竹
野
　

章
一
　
　

前
田
　
　

昇

仲
　
　

定
孝
　
　

吉
田
　

輝
義

小
笠
原
盛
司
　
　

郷
司
　

孝
之

広
瀬
　

孝
博
　
　

猪
下
　

正
義

猪
上
　

正
佳
　
　

廣
田
　

正
勝

溝
部
　

俊
宏
　
　

室
　
　

雅
行

末
園
　

寿
山
　
　

中
西
　

康
浩

浅
井
斗
士
幸

◆
永
年
勤
続
退
団
者

（
30
年
以
上
）

青
山
　

松
男
　
　

井
上
　

桂
二

吉
武
　

茂
則
　
　

山
本
　

豊
喜

◆
永
年
勤
続
退
団
者

（
25
年
以
上
）

山
口
　

英
則
　
　

鹿
島
　

敏
幸

三
重
野
修
二
　
　

有
松
　

義
夫

◆
永
年
勤
続
退
団
者

（
20
年
以
上
）

倉
本
　

孝
司
　
　

栗
林
　

正
弘

松
田
　
　

茂

◆
永
年
勤
続
退
団
者

（
15
年
以
上
）

秋
元
　

真
治
　
　

山
本
　

幸
憲

清
水
　

定
治
　
　

寅
丸
　

雅
憲

川
田
　

祐
治
　
　

佐
藤
　

宗
朝

岡
田
光
一
郎
　
　

黒
木
　

宏
一

佐
藤
　

一
弘
　
　

垣
添
　

政
弘

藤
原
　
　

勇
　
　

渡
邉
　

正
義

金
林
　
　

悟
　
　

矢
野
　

隆
弘

中
野
　

和
明

大
分
県
消
防
防
災

対
策
協
議
会
長
表
彰

◆
優
良
消
防
団
員

木
村
　

英
樹
　
　

竹
野
　

章
一

清
成
　
　

隆
　
　

後
藤
　

光
信

室
　
　

年
貢

国
東
市
長
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
者

（
15
年
以
上
）

國
廣
　

祐
介
　
　

近
松
　

敏
夫

北
村
　

勇
一
　
　

宮
本
　
　

亨

山
口
　

正
文
　
　

松
本
　

知
徳

小
深
田
隆
二
　
　

青
山
　

清
憲

岐
部
　

隼
人
　
　

河
村
　
　

任

岩
本
　

正
幸
　
　

川
部
　

羊
一

木
ノ
本
雅
信
　
　

中
村
　

秀
義

西
田
　

承
覚
　
　

相
部
　

芳
隆

都
留
　

英
基
　
　

藤
原
　

正
直

綾
部
昭
太
郎
　
　

元
永
　

英
二

都
留
　

政
彦
　
　

小
田
原
昭
彦

木
林
　

和
敏
　
　

渕
上
　

孝
好

藤
原
　

明
博
　
　

小
川
　

哲
也

榎
本
　

雅
彦
　
　

清
原
　

浩
司

田
原
　

暢
之
　
　

是
松
　
　

彰

髙
木
　

尚
徳

（
10
年
以
上
）

磯
崎
　
　

通
　
　

栗
塚
　

研
吾

寺
岡
　

英
喜
　
　

末
廣
　

忠
臣

南
　
　

宏
治
　
　

高
見
　

顕
一

木
村
　

健
一
　
　

田
辺
　

泰
輔

安
藤
　

隆
夫
　
　

吉
武
　
　

宏

河
村
　

敬
一
　
　

重
光
　

秀
昭

池
上
　

謙
一
　
　

吉
武
　

一
成

福
丸
　

靖
博
　
　

畑
野
　
　

章

行
松
　

勝
則
　
　

廣
瀬
　

博
人

前
田
　

真
宏
　
　

今
富
　

浩
二

橋
本
　

芳
宏
　
　

高
橋
　
　

剛

金
林
　

和
久
　
　

松
本
　

一
平

河
野
　

政
明
　
　

金
江
　

雄
三

清
原
　

真
純
　
　

上
田
　

研
也

中
嶋
　

剛
彦
　
　

安
部
　

俊
一

今
富
　

達
朗
　
　

柏
　
　

豊
則

西
山
　

祐
治
　
　

金
田
　

征
治

◆
消
防
施
設
強
化

•
防
火
貯
水
槽
土
地
提
供
区

国
見
町
千
灯
区

国
見
町
向
田
区

国
東
町
中
田
区 

国
東
町
赤
松
区

安
岐
町
恒
清
区

•
機
庫
土
地
提
供
区

安
岐
町
油
留
木
、
吉
松
前
谷
、

吉
松
本
谷
区

安
岐
町
中
園
、
成
久
、
蔦
巻
区

被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
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　第３回菜の花カップマラソン大会が菜の花アスリートクラブ（有次昭二代表）の主催で、12月
20日㈰、武蔵川沿いのマラソンコース（武蔵東小前　涼月橋スタート・フィニッシュ）で行われ
ました。２・３・５kmの３つのコースに218人が参加し健脚を競いました。

◆各部門の優勝者（敬称略）
小学生低学年の部　　　　桃崎悠太朗
小学生高学年男子の部　　河野　翔輝
小学生高学年女子の部　　矢野　夏海
中学生男子の部　　　　　小田　佳寛
中学生女子の部　　　　　古庄　由奈
一般・高校生男子の部　　小俣　智也
一般・高校生女子の部　　松原　遥奈

第4回国東市駅伝競走大会
安岐中央Aが2連覇！

第３回菜の花カップマラソン大会

◆各部の成績（○内は総合成績）
Ａ部　１位①　安岐中央Ａ（１時間25分55秒・新記録）
　　　２位④　安岐Ａ　　　３位⑤　富　来
Ｂ部　１位②　くまげ
　　　２位③　伊　美　　　３位⑥　武蔵東
Ｃ部　１位⑫　安岐中央Ｃ
　　　２位⑭　武蔵西　　　３位⑮　安岐中央Ｄ

【区間賞】16区間　　敬称略　◎は新記録　○はタイ記録

　第４回国東市駅伝競走大会が１月24日㈰、
伊美小学校正門先スタート、安岐総合支所
ゴールの16区間26.1kmのコースで開かれま
した。
　市内各小学校区内の小学生から50歳以上で
編成した18チームが出場。絶好の駅伝日和の
中、沿道では多くの皆さんが力走する選手に
声援を送りました。
　なお、結果は次のとおりです。

▲優勝した安岐中央Ａの皆さん

▲力強く選手宣誓する
　平山海渡選手（安岐中央Ａ）

▲手作りの横断幕を手に、応援する老人ホーム松寿園
　（国東町富来浦）の皆さん

▲富来開運橋の再スタートの様子

区間
１区
２区
３区
４区
５区
６区
７区
８区
９区
10区
11区
12区
13区
14区
15区
16区

距離km
1.03 
1.01 
1.42 
2.78 
1.64 
1.87 
1.00 
1.41 
2.39 
1.17 
1.65 
1.40 
1.30 
2.50 
1.61 
1.92 

チーム名
武蔵東
武蔵東
安岐中央Ａ
安岐Ａ
安岐中央Ａ
伊　美
富　来
安岐中央Ａ
国　東
安岐中央Ａ
伊　美
くまげ
安岐中央Ｂ
武蔵東
安岐中央Ｂ
国　東

選手名
河野　翔輝
松原　遙奈
浅井　健太
高木　和夫
浅井　大智
藤本　淳一
末綱　梨奈
渡辺　昌教
藤本翔太郎
山下　政弘
佐藤　友和
福田　　司
宇薄　光一
平田　和彦
松原　良和
吉崎　正行

記録
03:17
03:08 ◎
04:14 ◎
08:30
04:52 ◎
05:51 ◎
03:32
04:57
07:49
03:43 ◎
04:56 ◎
04:46 ◎
04:24
07:40 ○
05:14
05:52
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　第34回大分県「小さな親切」作文コンクール中学生の部で、最優秀賞の県知事賞に廣岡亮輝さん（安
岐中３年）の「僕に足りないもの」が選ばれました。また、全日本「小さな親切」作文コンクールで
も優秀賞に選ばれました。なお、市内関係者の入賞者は次のとおりです。（敬称略）

●小学生の部
大分県教育委員長賞　田中　友梨（国東小６年）　  大分県教育長賞　　　渡邉　巨也（国東小１年）

●中学生の部
大分県知事賞　　　　廣岡　亮輝（安岐中３年）　  大分県教育委員長賞　高原　早紀（安岐中３年）
大分県本部会長賞　　若杉　果林（安岐中１年）　  大分県本部優良賞　　平塚　直人（安岐中１年）

　国見町赤根区（河野英雄区長）では、緊急時に迅
速な対応ができるようにと昨年の７月から全区民を
対象に安心・安全（緊急）カードを配布しています。
　カードに記入する内容については、消防職員ＯＢ
や市民病院などと相談し、救急医療の従事者がどの
ような内容を必要としているのかを調査し、現在の
カードを作成しました。
　必要事項（氏名、住所、生年月日、血液型、病
歴、かかりつけの病院、服用薬、緊急時連絡先）を
記入したカードは専用の封筒に入れ、冷蔵庫に貼っ

第34回大分県「小さな親切」作文コンクール
廣岡亮輝さん（安岐中３年）が県知事賞を受賞

「僕に足りないもの」（原文のまま）
安岐中３年　廣岡　亮輝　

　祖父の三回忌、法要が終わって帰
るとき、お寺の本堂からはものすごく
急な坂道が続いていた。祖父の親せ
きは皆高齢者が多い中、デイサービス
に勤めていた母が、一人のおばさん
に手をさしのべ、一緒に階段を下り始

めた。「亮輝も手を取ってあげよ。」母の言葉で、僕は咄
嗟に不安げに階段を下りているおばさんの手を取って、
階段を下りていった。「ああ、すいません。ありがとう。」
　下りている途中、おばさんからそう言われた。日頃、
「ありがとう」なんて言われたことがなかった僕にとっ
て、それはとても新鮮で、何だか心が温かくなっていく
のがわかった。ただ母に言われて何気ない気持ちでとっ
た行動が、今思えば相手も自分も幸せな気持ちにさせて
いたことに、僕はこの行動のすごさを感じた。と同時
に、自分に対する悔しさも込み上げてきた。
　それはある休みの日、電車で出かけたときのことだ。
僕の近くに、白髪の疲れた表情をした婦人が乗ってき
た。僕は『あ、どうしよう。席替わろうかなあ、声をか
けるのは恥ずかしいなあ、どうしようかなあ……』と自
分の中でちゅうちょしていると、僕の目の前に座ってい

た三十代のサラリーマン風の男性が、「あ、どうぞ。」と
その婦人に席をゆずっていた。その婦人の顔を見ると、
辛そうだった表情が和らいでいくのがわかった。
　この日の出来事を今思うと、どうして色々考えてすぐ
行動に移せなかったのだろう、ととても後悔している。
すっと席をゆずれなかった自分が恥ずかしい。
　｢親切ってあたり前のことをやるだけやん。特別なこ
とじゃないし、恥ずかしいことでもない。人に無関心な
人が多くなってきているけど、自分にしてくれて嬉しい
ことは人にもしてあげんとな。普通のことだと思うけど
な…。｣「親切って何？」と、母に聞いた母の答えだ。だ
から、母は法要の日、自然に手をさしのべられたのだと
思う。僕には何が足りないのだろうか。ちょっとの勇気
なのかもしれない。そのちょっとの勇気が出せたら、親
切というものが、母のように当たり前のことに近づいて
いけると思う。
　僕は今まで親切について、こんなことをすればこの人
はこう思うだろうかとか、喜ばれるためにどんなことを
しようとか頭の中で考えすぎて、心からの親切を忘れて
いた。親切をしようと思ってするのではなく、日常生活
の中で自然に手をさしのべられるような人間に、僕は成
長したい。そして、僕が人から親切を受けたら、みんな
の心が温かくなる魔法の言葉を素直に言える人間にもな
りたい。

た状態で備えること
とし、事前に消防署
や医療機関に区の取
り組みとして報告し
ています。
　地区の高齢者から
は、この取り組みの
おかげで安心して毎
日を過ごすことがで
きるという喜びの声が上がっています。

国見町赤根区の安心・安全（緊急）カードの取り組み
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　告示日

国東市議会議員選挙!
　任期満了による国東市議会議員選挙が行わ
れます。
　今回の選挙から定数が26人から22人へ変
わり、選挙区がなくなります。

　立候補定者説明会
　市選挙管理委員会では、市議会議員選挙に立
候補を予定している方などを対象に、右記の日
程で選挙に関する留意事項や届出の手続等に関

投票日 4月11日㈰
午前７時～午後７時

平成22年３月６日㈯  午前10時
アストくにさき  アグリホール
説明会の出席者は、１候補者につ
き２人までとします。

日　　時
場　　所

そ　の　他

選挙区

国　見

国　東

武　蔵

安　岐

区　分
期日前投票
当日投票
期日前投票
当日投票
期日前投票
当日投票
期日前投票
当日投票

投票所施設
国見生涯学習センター
（みんなんかん）
アストくにさき
マルチホール
国東市武蔵総合支所
第２庁舎１階
国東市安岐総合支所　相談室
国東市安岐総合支所　1階ホール

平成22年２月12日㈮  午後１時30分
アストくにさき  アグリホール
説明会の出席者は、１候補者につ
き２人までとします。

日　　時
場　　所

そ　の　他

平成22年４月４日㈰告　示　日

３月10日㈬～３月15日㈪
午前８時30分～午後８時開設期間

する説明会を開催いたします。

農業委員会委員選挙!

　国東市農業委員会委員選挙に立候補又は、推
薦届出を予定している方を対象に、下記の日程
で選挙に関する留意事項や届出の手続等に関す
る説明会を開催いたします。

　任期満了による国東市農業委員会委員選挙
が行われます。
　今回の選挙では、各選挙区の委員の定数が
下表のように変わります。

投票日 3月16日㈫
午前８時～午後６時

　市内に４カ所の期日前投票所を設けます。
　ただし、選挙区選挙のため自分が登録されて
いる地域の期日前投票所でしか投票できません。

選　挙　区
国　見
国　東
武　蔵
安　岐
計

今回定数
６人
10人
５人
９人
30人

前回定数
８人
９人
５人
８人
30人

平成22年３月９日㈫
平成21年３月31日に確定した国東
市農業委員会委員選挙人名簿に登
録されている人。転出した人は、
投票できません。

告　示　日

投票資格

選挙の際、郵送される投票所入場券に記載している投票所名を確認して、お越しください。

問い合わせ　国東市選挙管理委員会　☎0978-72-5199

　候補者届出等説明会

　期日前投票について

　指定施設での不在者投票、他市町村での不在
者投票及び郵便による不在者投票の制度は一般
の選挙と同様です。
　ただし、郵便による不在者投票については一
般の選挙の郵便等投票証明書は利用できません
ので、郵便による不在者投票を希望される方
は、農業委員会委員選挙用の郵便投票証明書の
交付を受ける必要があります。

　不在者投票制度について

　農業委員会委員選挙については、各選挙区と
も１カ所の投票所となっています。

　国東市農業委員会委員選挙投票所一覧

　告示日及び投票資格



11 2010.2

　１月26日㈫、「国東市と学校法人別府大学によ
る交流に関する協定書」調印式が国東市歴史体験
学習館で行われました。
　豊かな自然環境の中に県内屈指の文化遺産があ
る国東市と、地域の歴史や文化、福祉、食と健康
など幅広い研究分野を有する別府大学は、これま
でも文化財の調査・保存・活用の指導などを中心
に交流を続けてきました。今回の協定により、生
涯学習や人材育成、産業の振興など、幅広い分野
にわたって協力していくことになります。

　県内には数多くの文化財が各地で大切に保存
されていますが、少子高齢化や過疎化が進む
中、文化財の日常管理が困難な状況になってい
ます。そこで、大分県教育委員会は「地域の文
化財は地域で保存し、活用しよう」と、文化財
周辺の清掃活動など日常的な管理をボランティ
アで行う17の個人や団体を「文化財サポーター」
として認定しました。国東市からは、４団体が
認定され、保護活動に取り組んでいます。

◆市内の認定団体　（　）内は代表者・町名（敬称略）
　梅園文化財愛護少年団（冨永六男・安岐町）
　横手老人クラブ（髙木　稔・国東町）
　吉弘楽文化財愛護少年団（末綱元一・武蔵町）
　朝来文化財愛護少年団（高木六郎・安岐町）

　11月に防災訓練を実施した国東町川原地
区に続き、同じく今年度市内の防災モデル
地区の武蔵町成吉区（川嶋節男区長）で、
12月13日㈰、地区の方・消防団・消防署武
蔵出張所など71人が参加して防災訓練が行
われました。
　避難訓練、情報伝達訓練、初期消火訓
練、ＡＥＤを使った救急救命訓練など実践
的な訓練が実施され、訓練終了後、成吉区
給食給水班が炊き出し訓練で調理した非常
用保存食を参加者で試食しました。

　12月26日㈯、安岐町朝来の旧朝来小学校体育館で、
朝来地区交通死亡事故ゼロ9000日達成記念行事が開催
されました。朝来地区は昭和60年５月５日以降交通死
亡事故がなく、12月26日で9000日を達成しました。
　記念行事では、地域住民・関係者約160人が出席
し、「交通死亡事故ゼロ１万日」を目指して、安岐中
央小の河野未来さんと牧野礼実さん、交通安全協会国
東支部安岐朝来分会副会長の長野庄司さんが交通安全
宣言をしました。また、大分県警察音楽隊による記念
演奏会も行われました。

▲諸田山神社の清掃活動を行う朝来文化財愛護少年団▲左から野田市長、日高紘一郎学校法人別府大学理事長

交通死亡事故ゼロ9000日達成防災訓練を実施しました
朝来地区武蔵町成吉区

大分県文化財サポーター国東市と学校法人別府大学が
「交流に関する協定」を締結
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ま ち の 話 題

武蔵東小児童がしめ縄づくり
　12月17日㈭、武蔵東小学校５年生36人が、地
元の高齢者の指導でしめ縄づくりを体験しまし
た。この体験は、もち米作りの一環として、昨年
から行われています。しめ縄についての説明を受
けた後、児童達は３人一組で協力しながら縄をな
い、ウラジロと南天、みかん等を付け、立派なし
め縄を完成させました。

弥生のムラ　七日正月
 １月11日㈪、弥生のムラ・国東市歴史体験学習
館で「七日正月」が行われました。手作りのたこ
あげや、自作の羽子板でのはねつき、バイ貝を
削ったバイこままわしなど、約100人の家族連れ
が、昔ながらの正月遊びを楽しみました。また、
参加者には１年の無事と健康を祈って七草がゆが
ふるまわれました。

第４回国東市書き初め大会
　１月５日㈫、武蔵東小学校で第４回国東市書き初め
大会が開催され、市内の小・中学生107人が参加しま
した。
　参加者は、毛筆・硬筆に分かれて、学年ごとに出さ
れた課題に真剣な表情で筆を走らせ、力強く作品を書
き上げました。
　入賞者は右のとおりです。（敬称略）

大会会長賞 石垣有紀子（国東中２年）
市長賞 田口　　悠（国東中１年）
市議会議長賞 吉崎　友香（国東中１年）
市教育長賞 岩下　　凛（安岐小２年）
国東地区退職校長会長賞
 河野　稜平（武蔵東小６年）
国東地区校長会長賞
 大海　裕貴（武蔵東小３年）
国東地区教頭会長賞
 佐藤　礼菜（国東小３年）
国東地区教育研究協議会書写部会長賞
 木村ののか（安岐小５年）
武蔵中央公民館長賞
 永松　隆裕（安岐小１年）
県書写書道教育研究協議会長賞
 久保　我生（国東小３年）
県美術協会書道部会長賞
 松本　彩佳（国東小３年）
NPO法人大分県書写書道指導者連合会長賞
 平本　健太（国東中３年）
大分合同新聞社賞 岡野　駿平（富来小１年）
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国見中学校卒業生「記念植樹」
　この春、国見中学校を巣立つ３年生が、１月
25日㈪国見町千燈の六郷満山ふれあい森林公園
で卒業記念植樹を行いました。
　国見町商工会主催で、自然を大切にする愛護の
心を養ってほしいと毎年行われる記念植樹も今年
で11回目。この日は、東国東郡森林組合職員の
指導で、３年生36人が、もみじの苗20本を植樹し
ました。

みんなんこども広場料理教室
　12月19日㈯、国見保健福祉センターで、923み
んなんクラブ主催の「みんなんこども広場料理教
室」が行われました。料理教室のメニューはだん
ご汁で、事前に夢咲茶屋から作り方を習った国東
高校家庭クラブの生徒が、参加した小中学生と一
緒にだんご汁を作りました。

ＮＰＯ法人
「おくすり研究会」
講演会
　１月23日㈯NPO法人「おくすり研究会」代表
の矢野忠則さんが、安岐町中央公民館で「くすり
と健康食品の飲み合わせ」と題して講演を行いま
した。
　講演には、西安岐老人クラブの方など約70人
が参加し、薬と健康食品の基礎知識や服用の際の
注意点について学習しました。矢野代表は「今後
も薬に関する知識の向上によって市民の皆さんが
豊かな生活を送れるよう支援したい」と話してい
ます。

新農業経営者激励大会
国東高校

　この春、国東高校園芸科学科を卒業して、農
業分野に進む生徒を激励する新農業経営者激励
大会が１月20日㈬、同校第２体育館で開催され
ました。
　大会では、農業経営者育成後援会長の野田侃
生市長、豊田信敏校長、県東部振興局の諸富愛
子生産流通部長があいさつ。野田会長が記念品を
手渡しました。
　新農業経営者７人を代表して清末優さん（３年）
が「地域に目を向け、世界規模で考える農業をめ
ざし、地域の活性化に貢献できるよう努力しま
す」と決意を表明し、同校農業クラブ会長の花木
佑亮さん（２年）が激励のことばを贈りました。

講師の矢野代表▶
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人権シリーズ vol.45

こころを つなぐ まちづくり
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ア
ス
ト
く
に
さ
き

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課

☎
０
９
７
８
72
２
１
２
１

人
権
ビ
デ
オ
上
映
会
（
隣
保
館
）

テ
ー
マ
：
高
齢
者

２
月
22
日
㈪ 

午
後
２
時
〜
４
時

同
和
問
題
学
習
会
（
隣
保
館
）

２
月
23
日
㈫ 

午
後
２
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
　

国
東
市
隣
保
館

☎
０
９
７
８
68
１
７
２
２

　

こ
の
作
品
は
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

国
見
部
会
の
作
品
募
集
に
応
募
さ
れ

た
小
中
学
生
の
生
徒
の
作
品
の
ひ
と
つ

で
す
。
こ
の
他
ポ
ス
タ
ー
、
書
写
、
人

権
標
語
等
に
つ
い
て
は
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
発
表
し
、
作
品
文
集
の
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

人
権
と
差
別

　

国
見
中
学
校
三
年
　

井
手
　

舞
耶

　

「
人
権
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
」

　

こ
ん
な
疑
問
が
、
ふ
と
頭
に
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
頭

に
、
そ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
は

す
ぐ
に
は
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
と
き
、
以
前
、
学
校
の
社
会
の

授
業
の
と
き
に
、
先
生
が
同
じ
よ

う
な
質
問
を
し
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時

私
は
何
と
い
う
答
え
を
出
し
た
の

か
を
考
え
、「
人
権
と
は
、
人
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
権
利
」

と
考
え
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
ん
だ

か
物
足
り
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
、

辞
書
で
「
人
権
」
を
調
べ
て
み
ま
し

た
。
辞
書
に
は
、「
人
間
が
人
間
と

し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る

権
利
。
実
定
法
上
の
権
利
の
よ
う

に
自
由
に
剥
奪
ま
た
は
制
限
さ
れ

な
い
」
と
あ
り
ま
し
た
。
私
は
前
半

の
部
分
し
か
考
え
付
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
後
半
の
部
分
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
、
そ
の
中
で
も「
自
由
」

と
い
う
言
葉
は
、
人
権
の
中
で
も
最

も
大
切
な
も
の
だ
と
私
は
思
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う

に
、
人
権
は
誰
も
が
一
人
ひ
と
り
平

等
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
を
無
視
し
て
あ
る
も
の

が
、
差
別
で
す
。
人
権
を
無
視
し
た

差
別
は
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
人
種
差
別
、
民
族
差
別
、
障

が
い
者
差
別
、
男
女
差
別
、
部
落
差

別…

。
こ
の
他
、
日
本
国
内
で
は
、

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
な
ど

も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
よ
う
な
、
中
学
生
の
間
で
よ
く
起

こ
る
い
じ
め
も
、
あ
る
人
を
自
分
よ

り
も
劣
っ
て
い
る
と
考
え
る
差
別

意
識
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
差
別
は
す
べ

て
、
理
由
の
な
い
、
あ
る
い
は
理
由

に
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
か
ら
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
し
広
く
考
え
て
み
る

と
、
宗
教
や
民
族
の
ち
が
い
に
よ
っ

て
起
こ
る
戦
争
も
、
差
別
に
よ
っ
て

起
こ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
と
の
ち
が
い

を
認
め
ず
、
区
別
し
て
い
る
と
い
う

点
で
は
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
理
由
も
な
い
差
別
が
あ
っ

て
し
ま
う
の
か
と
い
う
こ
と
の
大
き

な
原
因
は
、
人
々
の
間
に
昔
な
が
ら

の
考
え
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
り
、

自
分
の
周
り
に
い
る
多
く
の
人
た

ち
の
考
え
に
合
わ
せ
よ
う
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
実
際
、
現
在
あ
る
部
落
差

別
も
、
そ
の
起
源
は
ず
っ
と
昔
の
さ

げ
す
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
仕
事

な
ど
を
し
て
い
た
人
た
ち
が
住
ん

で
い
た
集
落
や
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
に
対
す
る
も
の
で
す
が
、
身

分
の
ち
が
い
な
ど
な
い
今
で
も
そ
こ

で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
に
偏
見

を
持
ち
、
差
別
が
続
い
て
き
て
い
る

の
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
、
こ
う
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
な
く
し
て

い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
差
別
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
に
あ
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
考

え
や
意
識
が
大
切
で
す
。
昔
な
が

ら
の
よ
い
考
え
は
受
け
継
ぎ
、
ま
ち

が
っ
た
考
え
は
そ
れ
に
気
づ
い
た
人

が
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
そ

し
て
、
民
族
や
宗
教
、
性
別
な
ど
の

ち
が
い
を
気
に
せ
ず
、
認
め
合
う
こ

と
も
大
切
で
す
。
人
間
は
み
ん
な

平
等
な
の
だ
と
い
う
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
が
一
人

ひ
と
り
の
意
識
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
な
い
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
差
別
し

た
り
、
自
分
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と

見
た
り
、
偏
見
を
も
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
学
校
で
た
く
さ
ん
の
人

と
生
活
す
る
中
で
、
み
ん
な
と
性

格
が
合
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
こ
の
人
と
は
性
格
が
合
わ
な
い

な
」
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
も
一
人
ひ
と
り
個
性

が
あ
っ
て
、
ち
が
い
が
あ
る
か
ら
こ

そ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
と
相

手
と
の
ち
が
い

を
認
め
合
い
な

が
ら
、
人
に
対

し
て
偏
見
を
持

つ
こ
と
の
な
い

自
分
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
　

で

ま
　

や
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男女共同参画班です男女共同参画班ですこんにちは！

　DVとはドメスティック・バイオレンスのことで｢配偶者など（恋人も含む）からの暴力｣を言いま
す。暴力の種類は様々で、身体的暴力はもちろん、精神的暴力や性的暴力もあり、皆さんの身近でも起
こり得る問題です。皆さんに、ＤＶへの理解を深めて頂き、ＤＶ被害者・加害者にならないよう、また
身近にＤＶで悩んでいる人がいたら、支援に役立てられるように講演会を開催いたします。

「知っていますか？ ＤＶ」

平成21年度男女共同参画学習会を開催いたします。どうぞご参加ください。

講師：NPO法人えばの会 代表 吉本寛子さん

※２月18日に国東市男女共同参画審議会を予定しています。内容は計画推進状況のＨ21年度実績及び22年度予定
等の審議について（審議会は市民の方12人で構成されています。）
※計画を国東市のホームページで公開しています。また、推進状況（Ｈ19・20）についても掲載していますので、
どうぞご覧ください。（ホ－ムぺ－ジ→市政・各種計画→国東市男女共同参画計画→推進状況）

講演会

日　時：２月28日㈰　午後１時30分から
場　所：アストくにさき　マルチホール

※駐車場は大分県東部振興局駐車
場をご利用ください。

対象者：どなたでも参加できます。
定　員：100人
　　　　（定員になり次第締切ります）
申し込み：下記へ電話・FAX・Eメールで
　　　　お申し込みください。
託児・手話通訳：ご希望の方は２月18日㈭
　　　　　　　までにお申し込みください。
参加料：無料
申し込み・問い合わせ：
国東市人権・同和対策課 男女共同参画班
☎0978-72-0354　FAX.0978-72-0357
Eメール　jinken-dowa@city.kunisaki.lg.jp

平成21年度男女共同参画学習会

ＤＶ相談を受けた場合の注意点
　ＤＶ被害者がまず相談をするのは親族や友人
です。以下の注意点をご参考ください。
　1相談者を尊重すること
　2見えない傷もきちんと受け止めること（身体
の傷だけでなく心の傷もあります）。

　具体的には、◎被害を軽く見ない　◎「別れな
さい」とは言わない（頭ではわかっているが、別
れられないこともあります）　◎気持ちを受け止
める　◎安全について話し合う（連絡先、お金、
自分の安全などについては自分で考えることが大
切です。）こと等です。
　また、下記の相談窓口をご利用ください。

　１月１日付けをもって、河野亮道さん（国見町中）と岩光和子さん
（武蔵町向陽台）が人権擁護委員として法務大臣から委嘱されまし
た。（任期３年）
　人権擁護委員は、私たちの基本的人権が侵害されないように監視
し、もし侵害があった場合は救済を図るとともに、人権思想の普及高
揚にも努めています。
　皆さんが、これは人権問題ではないだろうかと感じたり、困りごと
や心配ごとがありましたら、人権擁護委員にご相談ください。
　国東市の人権擁護委員は次の皆さんです。市内には、現在14人の人
権擁護委員がいます。

人権擁護委員に委嘱人権擁護委員に委嘱 氏　  名
深蔵　孝子
河野　亮道
高根　美雄
安田　正文
藤原　敏郎
足立　和久
吉武　祥宏
岩光　　侃
清原とも子
岩光　和子
髙橋とし子
金本紀美子
藤谷　和生
河野　忠義

町　名

国見町

国東町

武蔵町

安岐町

住　所
伊　美
中

下成仏
来　浦
鶴　川
綱　井
東堅来
麻　田
吉　広
向陽台
山　口
下　原
糸　永
中　園

参 加 者 募 集

【配偶者暴力相談支援センター】（婦人相談所）
　☎097-544-3900
　（月～金 ９：00～21：00、土日祝 13：00～21：00）
【警察安全相談：大分県警察本部広報課】
　☎097-534-9110 短縮ダイヤル「♯9110」
　（月～金 ９：30～18：00）
【女性の人権ホットライン（大分地方法務局）】
　☎0570-070-810
　（月～金 ８：30～17：15）
【国東市役所　人権・同和対策課】 
　☎0978-72-0354
　（月～金 ８：30～17：00（祝日は除きます））

■
主
な
相
談
窓
口

（敬称略）
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平成21年度新型インフルエンザワクチン接種費用払い戻し手続きはお済みですか？
手続きの締め切りは平成22年３月31日㈬です。

●市外の医療機関で接種する方は、一度全額自己負担していただき下記の方法で払い戻しを行います。

申請場所：国東保健センター及び各総合支所地域市民健康課
申請に必要な書類：新型インフルエンザ予防接種済証
　　　　　　　　　領収書、印鑑、振込先の通帳

生活保護受給証明書を医療機関
に提出する。
接種前に市役所税務課及び各総
合支所総務課にて、所得・課税
証明書（１通につき300円必要）
を取得し、税額が０であるもの
を医療機関に提示する。

接種費用全額助成（無料）

接種費用全額助成（無料）

医療機関での確認方法助成の内容

生活保護世帯の方

住民税非課税世帯の方

①

②

助成対象者

払い戻し手続きについて

●市内の医療機関で接種する方は、下記の方法により医療機関で手続きができます。

住民票、被保険者証、学生証等
生年月日及び続柄のわかるもの
（妊婦については母子健康手帳）
を医療機関へ提示する。

１回目　　 1,500円
２回目　　 1,500円

医療機関での確認方法助成の内容

妊婦・０歳児の保護者、
０歳※から高校３年生相
当年齢までの方

③

助成対象者

　上記①、②以外の方で下記に該当される方

※１歳未満児も助成の対象になりました。

　大分県では平成22年１月20日付けで健康成人への新型インフルエンザワクチン接
種開始に伴い、希望する方はどなたでも接種することが可能となりました。

　国東市国民健康保険が行う特定健診は、特
定健診受診券（青色）の有効期限が平成22年
２月28日㈰となっています。まだお済みでな
い方は、市内医療機関で受診できますのでぜ
ひ受診してください。（受けられる医療機関な
どご不明な点はお問い合わせください）

日時：３月７日㈰　９時30分開会
場所：アストくにさき
　　　（マルチホール）
内容：シンポジウム・講演・
　　　朝食レシピの試食展示
　　　など

問い合わせ　国東保健センター ☎０９７８‒７３‒２４５０

新型インフルエンザ情報新型インフルエンザ情報

健康診断はお済みですか？ 健康づくり推進大会
どなたでも参加自由です‼参加無料
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問い合わせ 国見図書館　　☎0978-82-1585
　　　　　 くにさき図書館☎0978-72-3500
　　　　　 武蔵図書館　　☎0978-69-0946
　　　　　 安岐図書館　　☎0978-67-3551

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

日 月 火 水 木 金 土

　　 は休館日。
26日㈮は資料整理のため休館です。
開館時間　午前10時～午後６時

２図書館カレンダー 月

＊新着図書のご案内＊

◆国見図書館
　おはなしひろば
　熊毛幼稚園・保育所
　　12日㈮　午前９時30分～
　国見図書館
　　13日㈯　午前９時30分～
　竹田津出張所
　　27日㈯　午前９時30分～
◆くにさき図書館
　おはなし会
　　14日㈰　午前10時30分～
　　27日㈯　午後２時～
◆武蔵図書館
　おはなしのへや
　　17・24日㈬　　　午後３時30分～
　　３月３・10日㈬　午後３時30分～
　移動図書館
　吉広地区
　　18日㈭　午後１時30分～２時
　武蔵西小学校
　　25日㈭　午後１時～１時30分
◆安岐図書館
　ひまわりの部屋（読み聞かせと工作）
　　13日㈯　午前10時30分～

　昨年は芸能人の薬物使用が多くマスコミで取り上げられました。
報道を見てもどこか別の世界の話、と思い込みがちですが、今や薬
物汚染は一般社会にもじわじわと広がりつつあります。
　本書の著者は薬物依存者のための民間初のリハビリ施設「ダルク」
の創設者で、自らも薬物に溺れた経験者でもあります。反省でも愛
情でも刑罰でも治らない薬物依存の恐ろしい実態と世間の誤解を
数々の実例をあげて語っています。薬物の持つ闇の深さと再起まで
の長く苦しい道のりを思うとき、決して薬物に手を出してはいけ
ない！という誓いを新たにする１冊です。

安岐図書館

近藤恒夫（著）「拘置所のタンポポ」

＊図書館行事のご案内＊

豊崎由美（著）
　今年は “国民読書年” です。という訳で、本を紹介する本、いわ
ゆるブックガイドを紹介します。最近、数多くのブックガイドを見
かけますが、中でも本書は少し変わった印象を受けます。というの
は《人間はみなケモノ派》とか《指定図書による読書感想文コンクー
ルはやめるべき》など、率直なコメントが多く見られるからです。
また、文章は話し言葉に近い形で書かれていますし、本書を読む
ことを敬遠する方がいるかもしれません。しかし、著者の読書量と
ジャンルの多さには驚かされますし、なにより本を星に見立て、
本の星座が出来上がっていく様子を愉しんでいる著者の読書スタ
イルには感銘を受けます。
　皆さんも自分だけの本の星座を見つけてみて下さい。

国見図書館

「勝てる読書」

くにさき図書館

こどもくらぶ（編）
　いよいよ１２日からバンクーバーオリンピックが始まります。日
本人選手の活躍が期待されますね。しかし、私たち九州人にとって
冬のスポーツは馴染みが薄く、ルールが分からない競技も多いので
はないでしょうか。
　でもこの一冊があれば大丈夫。歴史にルール、用具に選手の生活
まで分かりやすく解説されています。一口にスキーといっても、ア
ルペン、ノルディック、フリースタイルという競技があって、さら
に種目（アルペンでは回転、滑降など）があるのです。また、スキー
ジャンプのウェアの厳しい規定に驚きましたし、計測競技の計測
位置など興味深いことがいっぱいでしたよ。

「スポーツなんでも事典　スキー・スケート」

　「みなさん、こんにちは。内田樹です…」とフレンドリーなタッ
チで始まりますが、タイトルを見るからに硬いテーマです。過去幾
度となく繰り返された「日本とは何か」「日本人とは何者か」とい
う問いについて、著者が、養老孟司さんにオバマ大統領、坂の上の
雲や水戸黄門、そしてマンガまで雑多な事例を挙げ、“先人” の言
葉を引用し正面から答えていく内容です。真面目なテーマでありな
がら笑えるところがあるのは、著者による引用の上手さでしょう
か。
　この本で引用された先人の言葉や書籍も探して読みたくなる１冊
です。読みはじめとして、目次より気になる項目から読んではいか
がでしょうか。

内田　樹（著）「日本辺境論」
武蔵図書館

開館時間 午前10時～午後６時

図書館
だより

★安岐図書館からのお知らせ★
現在安岐図書館を建設中で、完成は３月末です。
移転準備のため、本の貸し出しは２月28日㈰まで、返却は３月
16日㈫までの予定、閲覧のみの開館は３月28日㈰までです。
新図書館のオープンは４月下旬の予定です。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願い致します。
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●国東市役所
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（12月31日現在）
　男　 15,941人（△24）
　女　 17,382人（△25）
　計　 33,323人（△49）
世帯数 13,687世帯（△24）

KUNISAKI

情
報
情
報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

納期限は３月１日㈪

固定資産税（4期）
介護保険料（9期）
後期高齢者医療保険料（8期）

2月の納税

問い合わせ　税務課
☎０９７８‐７２‐５１６２

催
し

第
７
回
く
に
さ
き
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

み
ん
な
で
学
び
、楽
し
く
参
加

日
時　

２
月
20
日
㈯　

午
前
10
時

〜
（
ス
テ
ー
ジ
は
正
午
〜
）

場
所　

ア
ス
ト
く
に
さ
き　

ア
ス

ト
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー

ス
テ
ー
ジ
発
表
後
、
抽
選
会
あ
り

問
生
涯
学
習
課

☎
０
９
７
８
72
２
１
２
１

弥
生
の
ム
ラ
の
年
中
行
事
雛
節
句

日
時　

３
月
７
日
㈰　

※
雨
天
の

場
合
も
実
施
（
一
部
内
容
変
更
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

弥
生
の
ム
ラ　

国
東
市
歴

史
体
験
学
習
館

内
容　

ひ
な
人
形
づ
く
り
・
貝
あ

わ
せ
・
桟
俵
の
流
し
雛
を
川
に
流

そ
う
・
雛
あ
ら
れ
や
甘
酒
を
食
べ

て
元
気
に
な
ろ
う
！

※
全
て
参
加
料
無
料

問
国
東
市
歴
史
体
験
学
習
館

☎
０
９
７
８
72
２
６
７
７

三
浦
梅
園
の
里　

梅
祭
り

日
時　

２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

三
浦
梅
園
資
料
館
駐
車
場

内
容

琴
の
演
奏
、
野
点
、
俳
句
会
等

問
梅
園
の
里

☎
０
９
７
８
64
６
３
０
０

福
祉

国
東
市
児
童
福
祉
手
当
、遺
児
手

当
及
び
入
学
支
度
金
制
度

◎
児
童
福
祉
手
当

　

こ
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
18
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母

及
び
父
子
家
庭
の
父
で
す
。

①
手
当
の
額
は
、
児
童
１
人
当

た
り
年
額
１
０
、０
０
０
円
で

す
。（
た
だ
し
、
受
給
資
格
を

有
す
る
期
間
が
１
年
に
満
た
な

い
場
合
は
、
月
割
り
に
よ
り
算

出
し
た
額
と
し
ま
す
。）

②
受
給
資
格
者
の
世
帯
に
所
得
税

の
納
税
義
務
を
有
す
る
世
帯
員

が
い
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
遺
児
手
当

　

こ
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
18
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
遺
児

を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

①
手
当
の
額
は
、
児
童
１
人
当

た
り
年
額
１
５
、０
０
０
円
で

す
。

②
受
給
資
格
者
の
世
帯
に
所
得
税

の
納
税
義
務
を
有
す
る
世
帯
員

が
い
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
入
学
支
度
金

　

こ
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
小
学
校
又
は
中
学
校

に
入
学
す
る
母
子
家
庭
児
童
、
父

子
家
庭
児
童
及
び
遺
児
を
養
育
し

て
い
る
方
で
す
。

①
手
当
の
額
は
、
児
童
１
人
当
た

り
５
、０
０
０
円
で
す
。

②
受
給
資
格
者
の
世
帯
に
所
得
税

の
納
税
義
務
を
有
す
る
世
帯
員

が
い
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

＊
こ
れ
ら
の
手
当
の
受
給
に
つ
い

て
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。（
平

成
21
年
度
分
の
受
付
は
、
３
月

５
日
㈮
ま
で
で
す
。）

＊
「
母
子
家
庭
」「
父
子
家
庭
」

「
遺
児
」
の
定
義
等
ご
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
福
祉
対
策
課
家
庭
福
祉
班

☎
０
９
７
８
72
５
１
６
４

問
国
見
総
合
支
所
地
域
市
民
健
康

課　

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
２

問
武
蔵
総
合
支
所
地
域
市
民
健
康

課　

☎
０
９
７
８
68
１
１
１
２

問
安
岐
総
合
支
所
地
域
市
民
健
康

課　

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
４

お
知
ら
せ

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

　

交
通
災
害
共
済
と
は　

交
通
事

故
（
国
内
で
発
生
し
た
人
身
事
故

に
限
る
）
で
、
入
院
・
通
院
を
７

日
間
以
上
し
た
方
に
、
実
治
療
日

数
に
応
じ
て
見
舞
金
を
支
払
い
ま

す
。

加
入
で
き
る
方

　

国
東
市
に
住
民
登
録
（
外
国
人

登
録
）
を
し
て
い
る
方
（
平
成
22

年
４
月
１
日
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
）
及
び
就
学
（
学
生
）
の
た
め

一
時
的
に
転
出
し
て
い
る
方

共
済
掛
金

　

一
人
に
つ
き
３
６
０
円

共
済
期
間

・
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
申

し
込
み
↓
平
成
22
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

・
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
申

し
込
み
↓
掛
金
納
入
日
の
翌
日

か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

申
込
方
法

　

加
入
申
込
書
兼
納
付
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
掛
金
を
添
え

て
出
納
室
（
本
庁
及
び
各
総
合
支

所
、
出
張
所
）
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
領
収
書
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。）

問
総
務
課
総
務
班

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

問
国
見
総
合
支
所
地
域
総
務
課　

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
１

問
武
蔵
総
合
支
所
地
域
総
務
課　
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☎
０
９
７
８
68
１
１
１
１

問
安
岐
総
合
支
所
地
域
総
務
課　

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
１

有
効
期
間
満
了
に
伴
う
電
子
証

明
書
の
更
新
に
つ
い
て

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電

子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、
発
行

の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
間
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
所
得
税
の
電
子
申

告
等
に
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
更

新
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
方
は
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
有
効
期
間
は
、
カ
ー
ド
に
は

記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
電
子

証
明
書
の
写
し
や
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
ソ
フ
ト
の
「
証
明
書
表
示

ツ
ー
ル
」
等
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
場
所　

市
民
健
康
課
・
各
総

合
支
所
地
域
市
民
健
康
課

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

持
参
い
た
だ
く
も
の

＊
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納

さ
れ
た
住
基
カ
ー
ド

＊
本
人
確
認
の
資
料
（
写
真
付
の

公
的
な
証
明
書　

例
：
運
転
免

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
写
真
付

の
住
基
カ
ー
ド
等
）

＊
発
行
手
数
料　

５
０
０
円

問
市
民
健
康
課
住
民
班

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

問
国
見
総
合
支
所
地
域
市
民
健
康

課　

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
２

問
武
蔵
総
合
支
所
地
域
市
民
健
康

課　

☎
０
９
７
８
68
１
１
１
２

問
安
岐
総
合
支
所
地
域
市
民
健
康

課　

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
４

水
質
検
査
計
画
の
公
表
に
つ
い
て

　

上
下
水
道
課
で
は
、
水
道
水
の

安
全
確
認
の
た
め
、
水
道
法
に
基

づ
き
、
毎
月
定
期
的
な
水
質
検
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
水
道
法

の
施
行
規
則
で
は
、
新
年
度
に
実

施
す
る
水
質
検
査
内
容
に
つ
い
て

「
水
質
検
査
計
画
」
を
作
成
し
、

需
要
者
へ
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
上
下

水
道
課
で
は
「
平
成
22
年
度
水
質

検
査
計
画
」
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
上

下
水
道
課
及
び
各
総
合
支
所
地
域

建
設
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
閲
覧
は
、
３
月
１
日
㈪
か
ら
と

な
り
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
班

☎
０
９
７
８
72
５
１
９
７

確
定
申
告
関
係
書
類
の

事
前
送
付
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
前
年
、
自
宅
や
税
務
署
の

会
場
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
申
告
を
さ
れ
た
方
に
は
、
確
定

申
告
書
類
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
平
成
21
年
分
も
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
申

告
時
に
必
要
な
情
報
を
記
載
し
た

「
お
知
ら
せ
は
が
き
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。）

　

な
お
、
確
定
申
告
関
係
書
類

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【http://w
w
w
.nta.go.jp/

】
か

ら
出
力
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
別
府
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

☎
０
９
７
７
㉓
２
１
１
１

訪
問
看
護
研
修
ス
テ
ッ
プ
１
の
開
催

　

在
宅
療
養
者
の
訪
問
看
護
に
従

事
す
る
看
護
職
員
が
基
礎
的
知
識

と
技
術
を
修
得
す
る
た
め
の
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
の
有
資
格
者
で
、
５
年
以

上
の
臨
床
看
護
経
験
者

日
時

４
月
20
日
㈫
〜
７
月
１
日
㈭

週
の
う
ち
３
日
間
で
合
計
30
日
間

（
原
則
と
し
て
火
・
水
・
木
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

大
分
県
看
護
研
修
セ
ン

タ
ー　

大
分
市
寿
町
２
‐
６

内
容　

訪
問
看
護
に
必
要
な
講

義
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

の
実
習

経
費　

受
講
料
は
無
料
、
資
料
代

１
０
、０
０
０
円
、
交
通
費
は
自

己
負
担

受
付
期
間

２
月
22
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈪

申
・
問
大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
１
１
８

拉
致
被
害
者
救
出
運
動

講
演
会・写
真
パ
ネ
ル
展

講
演
会

日
時　

３
月
６
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
開
場
１
時
）

場
所　

ア
ス
ト
く
に
さ
き　

ア
ス

ト
ホ
ー
ル

講
師

横
田
滋
・
早
紀
江
ご
夫
妻　
「
ブ

ル
ー
リ
ボ
ン
に
祈
り
を
込
め
て
」

西
岡
力
氏　
「
拉
致
被
害
者
救
出

の
三
条
件
」

（
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人

を
救
出
す
る
た
め
の
全
国
協
議
会

会
長
代
行　

東
京
基
督
教
大
学
教

授
）

入
場
料　

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

み
ん
な
ん
か

ん
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き
、
武
蔵
・

安
岐
中
央
公
民
館

写
真
パ
ネ
ル
展

日
時　

２
月
27
日
㈯
〜
３
月
６
日

㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ア
ス
ト
く
に
さ
き　

ロ

ビ
ー
（
無
料
）

問
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
ご
両
親
を

励
ま
す
会
・
国
東

☎
０
８
０
‐
２
０
８
０
‐

１
５
０
９
（
岸
本
）

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

便
利
で
安
心
、し
か
も
お
得

　

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
方
法

を
口
座
振
替
の
「
当
月
末
振
替
」

（
早
割
）
に
す
る
と
毎
月
50
円
割

引
さ
れ
、
初
回
に
つ
い
て
は
、
２

カ
月
分
の
保
険
料
（
前
月
分
定
額

保
険
料
＋
当
月
分
割
引
保
険
料
）

の
振
替
と
な
り
、
そ
の
後
は
割
引

保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
預
（
貯
）
金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ　

◆
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
ま
た
は
年
金
手
帳　

◆
預

（
貯
）
金
通
帳　

◆
金
融
機
関
届

出
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
翌
月
末
振
替
を
さ

れ
て
い
る
方
も
当
月
末
振
替
に
す

る
た
め
に
は
、
変
更
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

※
一
部
納
付
（
半
額
免
除
な
ど
）

の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
早

割
り
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

ご
不
明
な
点
は
別
府
年
金
事
務

所
（
旧
別
府
社
会
保
険
事
務
所
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
別
府
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
７
㉒
５
１
１
１

ハ
イ
テ
ク
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
向
陽
台

宅
地
好
評
分
譲
中
！

宅
地　

販
売
価
格
４
９
７
万
円
〜

９
１
８
万
円
※
坪
単
価
５
万
９
千

円
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
を
ご
用
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意
し
て
い
ま
す
。

区
画
面
積　
２
６
２
・
56
㎡
（
79
・

42
坪
）〜
４
０
５
・
26
㎡（
１
２
２
・

59
坪
）

申
込
受
付　

物
件
は
先
着
順
受
付

で
す
の
で
、
販
売
済
み
の
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
向
陽
台

販
売
事
務
所

☎
０
９
７
８
68
０
８
８
６

（
土
・
日
・
祝
祭
日
も
受
付
・
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.oita-jkk.jp

や
っ
て
み
よ
う
骨
盤
底
筋
体
操

理
学
療
法
士
の
は
な
す
ト
イ
レ
の
話

日
時　

２
月
28
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

安
岐
中
央
公
民
館

講
師　

別
府
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

理
学
療
法
士　

毛
井　

敦
氏

主
催　

㈳
大
分
県
理
学
療
法
士
協

会　

別
杵
速
見
ブ
ロ
ッ
ク

そ
の
他

受
講
料
無
料
、
事
前
申
込
不
要

問
ウ
ェ
ル
ハ
ウ
ス
し
ら
さ
ぎ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　

古
宮

☎
０
９
７
８
67
３
６
４
６

「
有
機
栽
培
」研
修
会

　

西
村
和
雄
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
有

機
農
業
技
術
会
議
理
事
長
）
の
指

導
に
よ
り
有
機
農
業
に
つ
い
て
研

修
会
を
行
い
ま
す
。

①
日
時　

２
月
19
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

　

場
所　

岡
野
辰
造
氏
宅
（
国
東

町
浜
崎
１
０
１
２
）

②
日
時　

３
月
７
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

　

場
所　

風
の
詩
（
武
蔵
町
内
田

２
１
６
‐
１
）

申
込
期
限　

２
月
18
日
㈭

申
・
問
国
東
市
有
機
農
業
推
進
協

議
会
国
東
事
務
局

☎
０
９
７
８
69
０
１
８
７（
大
谷
）

黒
津
崎
海
岸
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

黒
津
崎
海
岸
（
国
東
町
小
原
）

の
第
一
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
の
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
（
３
月
下
旬

ま
で
の
予
定
）。
期
間
中
は
工
事

車
両
の
出
入
り
が
頻
繁
に
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
通
行
す
る
際
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
商
工
観
光
課

☎
０
９
７
８
72
５
１
６
８

募
集

国
東
市
臨
時
職
員
の
募
集（
登

録
）に
つ
い
て

　

国
東
市
で
は
、
平
成
22
年
度
の

臨
時
職
員
を
登
録
制
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。

　

登
録
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら

条
件
に
合
う
方
を
選
考
し
、
採
用

す
る
も
の
で
す
。

募
集
職
種

勤務場所

市内保育所

市内給食センター

くにみ苑（国見町）

姫見苑（国見町）

市民病院

応募資格等

保育士

特に資格を必要としない

特に資格を必要としない

特に資格を必要としない

看護師、准看護師

職　　種

保育士

調理員

支援員、夜間支援員

介護職員

看護師、准看護師

勤
務
条
件
に
つ
い
て

賃
金　

勤
務
内
容
に
よ
り
、
単
価

が
異
な
り
ま
す
。

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
で
す
が
、

職
場
に
よ
っ
て
は
異
な
り
ま
す
。

登
録
方
法　

総
務
課
人
事
班
、
各

総
合
支
所
地
域
総
務
課
に
備
え
付

け
の
「
登
録
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
持
参
又
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
を
必
要
と
す
る
職
種
は
、

資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

２
月
８
日
㈪
〜
26
日
㈮

（
４
月
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
・
問
総
務
課
人
事
班

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

内
線
２
１
２
・
２
１
３

平
成
22
年
度「
く
に
さ
き
塾
」の

市
民
講
師
を
募
集
し
ま
す

　

く
に
さ
き
塾
と
は
自
分
た
ち
で

学
び
た
い
、
ま
た
は
特
技
な
ど
を

生
か
し
て
み
た
い
と
い
う
方
々

が
、
自
主
的
に
企
画
、
運
営
す
る

講
座
で
す
。

資
格　

18
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

講
座
の
テ
ー
マ　

知
識
や
特
技
を

生
か
し
た
も
の
、
ユ
ニ
ー
ク
な
視

点
に
立
っ
た
も
の
。

※
た
だ
し
、
特
定
の
政
治
や
宗

教
、
企
業
や
職
業
等
の
宣
伝
、

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
、
公

序
良
俗
に
反
す
る
も
の
な
ど
は

除
き
ま
す
。

講
座
日
時　

講
師
と
国
東
中
央
公

民
館
で
話
し
合
い
、
会
場
の
確
保

で
き
る
日
時
を
設
定
し
ま
す
。

講
座
回
数　

年
間
10
回
（
月
１

回
）　

平
成
22
年
５
月
〜
平
成
23

年
２
月
ま
で

開
催
場
所　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
、

各
地
区
公
民
館
等
旧
国
東
町
内
の

各
所
で
開
設
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
期　

１
年
間
（
１
年
更
新
）

申
込
締
切　

２
月
26
日
㈮

申
・
問
国
東
中
央
公
民
館

☎
０
９
７
８
72
２
１
２
１

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
22
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ

ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

２
月
28
日
㈰

申
・
問
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン

タ
ー　

☎
０
９
７
‐
５
４
９
‐
６
６
１
２

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

　

農
林
水
産
省
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
や
情
報
交
流
会
に
ご
協
力
い
た

だ
く
「
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
に
お
住
ま
い

で
、
農
林
水
産
行
政
に
関
心
の
あ

る
20
歳
以
上
（
平
成
22
年
４
月
１

日
現
在
）
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境

に
あ
る
方

募
集
人
員

15
人
（
多
数
時
は
抽
選
）

任
期　

平
成
22
年
４
月
〜
平
成
24



21 2010.2

年
３
月
末

応
募
方
法　

大
分
農
政
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/

kyusyu/oita/index.htm
l

応
募
締
切　

２
月
28
日
㈰

問
九
州
農
政
局
大
分
農
政
事
務
所

　

農
政
推
進
課

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
６
１
３
１

平
成
22
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

活
動
期
間　

平
成
22
年
度

活
動
内
容　

県
政
へ
の
随
時
の
ご

意
見
・
提
言
、
県
が
提
示
す
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
協
力

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
（
公
務
員
、
国
、
地
方
公

共
団
体
の
議
会
議
員
を
除
く
）

募
集
人
員　

２
０
０
人

応
募
締
切　

２
月
26
日
㈮

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
大
分
県
広
報
広
聴
課
広
報
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
０
９
６

平
成
22
年
度「
均
等
・
両
立
推
進

企
業
表
彰
」候
補
企
業

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
女
性
労

働
者
の
能
力
発
揮
を
推
進
す
る
た

め
の
積
極
的
な
取
組
」お
よ
び「
仕

事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支
援

の
た
め
の
取
組
」
に
つ
い
て
、
他

の
模
範
と
も
い
う
べ
き
取
組
を
推

進
し
て
い
る
企
業
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
平
成
22
年
度
の
候

補
企
業
を
公
募
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

３
月
31
日
㈬

問
大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

平
成
22
年
度
大
分
県
立
聾
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

募
集
対
象

○
両
耳
の
聴
力
が
お
お
む
ね
60
デ

シ
ベ
ル
以
上
の
方
の
う
ち
、
補

聴
器
等
を
使
用
し
て
も
通
常
の

話
声
を
解
す
る
こ
と
が
不
可
能

ま
た
は
著
し
く
困
難
な
方

○
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児
で
、
大
分
県
内
に
在
住

す
る
方

受
付
期
間　

２
月
８
日
㈪
〜
19

日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

　

出
願
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
大
分
県
立
聾
学
校

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

試
験

平
成
22
年
度
大
分
県
立
農
業
者

大
学
校
第
２
次
学
生
募
集

募
集
定
員

農
学
部

　

総
合
農
産
科
（
花
き
・
果
樹
）

　

総
合
畜
産
科

　

と
も
に
若
干
名

試
験
期
日　

３
月
23
日
㈫

出
願
期
間

３
月
１
日
㈪
〜
16
日
㈫

申
・
問
大
分
県
立
農
業
大
学
校　

教
務
・
学
生
課

☎
０
９
７
４
㉒
７
５
８
１

平
成
22
年
度
大
分
県
立
聾
学
校
高

等
部
本
科・専
攻
科
入
学
者
選
考

前
期
入
学
者
選
考

募
集
期
間

２
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

選
考
期
日　

３
月
９
日
㈫

後
期
入
学
者
選
考

募
集
期
間

３
月
15
日
㈪
〜
17
日
㈬

選
考
期
日　

３
月
18
日
㈭

　

募
集
学
科
、
応
募
資
格
、
出
願

手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
大
分
県
立
聾
学
校

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

相
談

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
の

開
設

日
時　

３
月
２
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

大
分
文
化
会
館　

第
３
会

議
室
（
大
分
市
荷
揚
町
４
‐
１
）

料
金　

無
料

内
容　

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被

害
や
不
当
な
要
求
な
ど
の
困
り
事

に
つ
い
て
、
弁
護
士
、
暴
力
団
担

当
警
察
官
及
び
暴
力
追
放
相
談
委

員
が
、
面
接
又
は
電
話
に
よ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

問
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

悩
ま
ず　

ど
ん
と
こ
い
労
働
相

談
週
間

期
間　

２
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰

受
付
時
間　

平
日　

午
前
９
時
〜

午
後
８
時
（
来
所
は
午
後
６
時
30

分
ま
で
受
付
）

土
・
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
来
所
は
午
後
５
時
ま
で
受
付
）

相
談
方
法

電
話
相
談

０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０

来
所
相
談　

労
働
委
員
会
相
談
室

（
県
庁
本
館
７
階
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
相
談

０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
８
８

問
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

個
別
税
務
相
談
会（
無
料
）

日
時　

２
月
12
日
㈮
・
23
日
㈫
、

３
月
２
日
㈫
・
５
日
㈮
・
９
日

㈫
・
23
日
㈫　

各
日
と
も
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

場
所　

国
東
町
商
工
会　

会
議
室

担
当
税
理
士

佐
田
健
司
氏
・
宮
川
隆
一
氏

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問
国
東
町
商
工
会

☎
０
９
７
８
72
２
０
０
０

行
政
相
談

日
時　

３
月
10
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

国
見
町　

み
ん
な
ん
か
ん

　
　
　
　
　

第
２
学
習
室

安
岐
町　

安
岐
総
合
支
所

　
　
　
　
　

２
０
７
会
議
室

問
大
分
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
７
１
５

総
務
課
総
務
班

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１

大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

日
時　

２
月
17
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

大
分
県
行
政
書
士
会

大
分
市
城
崎
町
１
‐
２
‐
３　

大

分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

相
談
内
容　

遺
言
・
遺
産
相
続
・

不
動
産
関
連
・
そ
の
他

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

消
費
生
活
に
お
け
る
各
種
ト
ラ

ブ
ル
に
直
面
し
た
際
に
、
お
近
く

の
相
談
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
場
合

で
も 

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

に
電
話
を
か
け
る
と
、
身
近
な
相

談
窓
口
に
つ
な
が
り
、
消
費
生
活
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２・３月の休日在宅当番医

２・３月の休日歯科当番医

※休日当番医は変更になることがありますので、電話でご確認のう
え受診してください。国東市民病院（安岐町下原☎671211）・あお
ぞら病院（国東町小原☎720455）は救急指定病院ですので、休
日・夜間でも急患を受け付けています。

月日 病院名 電話番号

病院名月日 電話番号

所在地

所在地

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
12
／
21
〜
１
／
20
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

※

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
！
」「
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

　

つ
い
て
は
、
掲
載
希
望
の
申
し
出
の
あ
っ
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２月11日

２月14日

２月21日

２月28日

３月７日

末綱クリニック

メープル尽クリニック

松木医院

むさし整形外科医院

富来Ｋ．クリニック

定村内科医院

ふくだクリニック

松原医院

堀田医院

橋永医院

72-0433

67-2800

72-0345

69-0171

73-3010

67-2127

72-0168

68-0010

82-0490

72-1158

国東町田深

安岐町下原

国東町岩屋

武蔵町古市

国東町富来浦

安岐町塩屋

国東町田深

武蔵町古市

国見町伊美

国東町安国寺

２月11日

２月14日

２月21日

２月28日

３月７日

さいとう歯科医院

川野歯科医院

なかよし歯科医院

さいとう歯科医院

福永歯科医院

67-2980

68-1574

68-0118

67-2980

72-2838

安岐町塩屋

武蔵町古市

武蔵町古市

安岐町塩屋

国東町鶴川

11
月

23
日
　

安
岐
町
下
原
　
　

髙
橋
　

和
広

（
陽
夫
・
淳
子
）

12
月

10
日
　

安
岐
町
馬
場
　
　

奥
田
　

夢
菜

（
将
悟
・
美
沙
希
）

16
日
　

国
東
町
小
原
　
　

尾
立
悠
美
香

（
耕
造
・
安
子
）

18
日
　

安
岐
町
西
本
　
　

田
中
穂
乃
羽

（
裕
貴
・
奈
穂
子
）

22
日
　

国
東
町
鶴
川
　
　

北
川
　
　

周 
（
淳
一
・
恵
美
）

25
日
　

武
蔵
町
小
城
　
　
　

村
　

剛
一

（
俊
哉
・
幸
恵
）

27
日
　

国
東
町
中
田
　
　

猪
上
　

桔
平

（
善
博
・
小
百
合
）

28
日
　

国
東
町
鶴
川
　
　

信
原
　

絆
那

 

（
明
仁
・
純
子
）

１
月

１
日
　

武
蔵
町
池
ノ
内
　

前
田
　

晃
寿

（
真
吾
・
志
の
ぶ
）

９
日
　

安
岐
町
中
園
　
　

野
元
　

紗
弥

（
敬
弥
・
あ
ゆ
み
）

15
日
　

安
岐
町
中
園
　
　

林
　
　

萌
花

（
倫
宏
・
恵
子
）

か
ず
ひ
ろ

ゆ

な

み

ゆ

か

の

ほ

は
あ
ま
ね

ご
う
い
ち

き
っ
ぺ
い

は
ん
な

あ
き
と
し

さ

や

も
え
か

◆
㈱
大
分
エ
ア
ポ
ー
ト
バ
ス
（
貸

切
バ
ス
運
転
手
）
◆
国
東
中
央
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
正
・
准
看
護
師
・
介

護
支
援
専
門
員
・
介
護
福
祉
士
）

◆
メ
デ
ィ
ケ
ア
亀
寿
苑
（
介
護
職

員
）
◆
㈲
イ
チ
カ
ワ
物
産
（
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
・
経
理
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
ス
タ
ッ

フ
）
◆
㈱
サ
ン
ク
ロ
ー
バ
国
見
工

場（
肌
着
製
造
附
属
・
生
産
事
務
）

◆
㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
大
分

（
レ
ン
タ
カ
ー
ス
タ
ッ
フ
）
◆
富

士
産
業
㈱
大
分
事
業
部（
調
理
員
）

◆
宮
迫
建
設
㈱
（
土
木
施
工
管
理

者
）◆
あ
お
ぞ
ら
病
院（
看
護
師
・

介
護
福
祉
士
・
看
護
助
手
・
病
院

事
務
）
◆
福
岡
綜
合
警
備
保
障
㈱

大
分
営
業
所
（
警
備
員
）
◆
㈲
友

松
薬
局
（
薬
剤
師
）
◆
㈱
一
建
工

業
（
一
般
土
木
作
業
員
）
◆
江
崎

物
産
㈱
西
九
州
営
業
所
（
惣
菜
調

理
人
）
◆
㈱
テ
ク
ノ
（
配
送
ド
ラ

イ
バ
ー
）
◆
㈲
西
部
ガ
ー
ド
シ
ス

求
人
情
報

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？　

従
業
員
を
募
集
中
で
す
。

テ
ム
（
警
備
員
）
◆
朝
日
警
備
保

障
㈱
別
府
営
業
所
（
交
通
・
イ
ベ

ン
ト
警
備
員
）
◆
さ
い
と
う
歯
科

医
院
（
歯
科
衛
生
士
）
◆
パ
ス
カ

ル
大
分
㈱
大
分
工
場（
機
械
設
計
）

◆
む
さ
し
整
形
外
科
医
院
（
准
看

護
師
）
◆
㈲
サ
ン
エ
ス
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
（
清
掃
員
）
◆
豊
洋
精
工
㈱

（
品
質
管
理
及
び
検
査
）
◆
㈱
サ

ン
ク
ロ
ー
バ
国
東
工
場
（
肌
着
製

造
）◆
㈲
清
末
電
化
サ
ー
ビ
ス（
事

務
員
）◆
㈲
み
え
の
装
美（
営
業
・

製
作
及
び
取
付
）

　

以
上
の
求
人
は
１
月
21
日
現
在

の
国
東
市
関
係
の
一
部
で
す
。
他

に
も
多
く
の
求
人
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
直
接
相
談
室
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
別
府
公
共
職
業
安
定
所

国
東
地
域
職
業
相
談
室

☎
０
９
７
８
72
０
９
５
２

相
談
へ
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。

０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

　

ゼ
ロ
・
ゴ
ー
・
ナ
ナ
・
ゼ
ロ

　

守
ろ
う
よ
、
み
ん
な
を
！

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
プ
リ
ペ

イ
ド
式
携
帯
電
話
は
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

問
商
工
観
光
課

☎
０
９
７
８
72
５
１
６
８
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■入居者資格
　⑴現に同居し、又は同居しようとする親族があること

（高齢者・障がい者等は１人でも入居可）
　⑵現に住宅に困窮していることが明らかであること
　⑶県民税又は市町村民税、公営住宅使用料等を滞納して

いないこと
　⑷条例で定める基準の収入であること
　⑸入居者及び同居者が暴力団員ではないこと
■申込手続
　入居を希望される方は、印鑑持参の上、住民票、所得
額証明書及び納税証明書などの必要書類をそろえて、２
月17日㈬までに国東市役所建設課又は各総合支所地域建
設課へお越しのうえ、お申し込みください。

■入居可能日　３月１日㈪　※県営住宅は４月１日㈭
■その他
　入居資格のある申込者が複数あり､住宅困窮度が定め
がたい場合は、抽選とします。抽選会及び説明会は、２
月18日㈭午後１時30分から国東市役所で行います。
　入居者資格等詳細については、下記までお問い合わせ
ください。

■問い合わせ
　国東市役所建設課住宅班　☎0978725169　内線277
　国見総合支所地域建設課　☎0978821114　内線213
　武蔵総合支所地域建設課　☎0978681972　内線44
　安岐総合支所地域建設課　☎0978671119　内線243

国東市営（公営）住宅の
入居者募集について

住宅名 戸数 部屋番号 家　賃（円）間取り

サンコーポラス富来 3DK 1・2・3階　35,000
4・5階   　30,000 所得制限なし

県営国見
県営吉木

3DK
3DK

21,700～32,300
15,800～23,500

所得制限あり
所得制限あり

住宅名 間取り 家賃（円） 備　考
随時募集

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます （12／21～１／20までの届出分）

31日　　安岐町朝来　　　田邉ハツヱ　（96）
　　　　安岐町明治　　　多田千枝子　（81）

１月
４日　　国東町来浦　　　新谷　輝雄　（62）
８日　　武蔵町狭間　　　一丸　花子　（88）
　　　　安岐町塩屋　　　中嶋　秋子　（80）
９日　　国東町富来浦　　河野ミツヱ　（79）
　　　　国東町浜　　　　山本　博幸　（59）
10日　　国東町鶴川　　　小野　ユキ　（95）
　　　　国東町東堅来　　陽　　照江　（80）
　　　　武蔵町糸原　　　西村　　光　（98）
11日　　国東町鶴川　　　古庄　　晋　（46）
12日　　国東町富来浦　　畑野シゲノ　（94）
13日　　武蔵町糸原　　　藤井マサ子　（79）
　　　　安岐町下原　　　又野昭三郎　（76）
　　　　安岐町西本　　　本多　光男　（91）
15日　　武蔵町内田　　　髙橋　秀男　（84）
16日　　国見町小熊毛　　佐々木幸子　（90）
　　　　国東町治郎丸　　小山田賢治　（60）
　　　　国東町浜崎　　　井上　知惠　（79）
18日　　国東町浜崎　　　井上　　博　（96）　
　　　　安岐町下原　　　立川　一生　（64）

12月
21日　　国見町伊美　　　岐部　逸郎　（95）
　　　　国見町櫛来　　　岐部　　明　（80）
　　　　国東町北江　　　岐部　髙治　（80）
22日　　国東町富来浦　　橋永ナツヨ　（91）
23日　　国見町野田　　　小串　ノブ　（93）
　　　　安岐町成久　　　小俣　博司　（76）
24日　　国見町中　　　　桐畑　政弘　（79）
　　　　国東町鶴川　　　吉田　程義　（90）
25日　　国東町富来　　　黒石　トシ　（91）
26日　　安岐町矢川　　　後藤　　実　（60）
27日　　国見町櫛海　　　上野　伸子　（77）　
　　　　国東町来浦　　　伊勢川𠀋夫　（100）
　　　　武蔵町糸原　　　溝部　一江　（96）
　　　　安岐町吉松　　　田本　トラ　（99）
28日　　国見町向田　　　仲　フジヱ　（86）
　　　　武蔵町手野　　　滝口　清秀　（86）
29日　　国東町岩戸寺　　吉武不可止　（82）
　　　　国東町富来浦　　伊牟田俊雄　（94）
30日　　国東町大恩寺　　德丸シズ子　（92）
　　　　安岐町馬場　　　清末ハツヱ　（94）
31日　　国東町来浦　　　伊勢川　登　（84）

（敬称略）

八坂
大熊毛
岐部
県営吉木
浜
平床

重藤

小原
つつじヶ丘

月山

武蔵グリーンヒル
向陽台（武蔵）
武渓
日向

かえで
川原

2

1
1

2

1
1

4

1

2

3

3

1
1

4

3

1

2B-1-2号
1B-3-3号
2B-1-2号
A-4号

2B-4-23号
2B-2-10号

3号
7-2号
2-2号
5-2号
7-6号
11-5号
5-5号
H-6号
K-7号
B-3号
E-2号
F-3号

1-3号、1-5号
2-2号
I棟
A棟

5-1号、5-8号
6-5号、7-4号
124号、213号

223号
332号

11,600～17,400
13,500～20,100
10,900～16,300

45,000
15,800～23,600
15,800～23,500
15,900～23,600
16,100～24,000
15,800～23,600
17,000～25,400
17,000～25,400
16,700～24,900
20,400～30,500
9,500～14,200
10,100～15,100
15,300～22,700
17,000～25,300
17,200～25,700

46,000

62,000
51,000

44,000

54,000

20,400～34,800

3DK
4K
3DK
3LDK

4K

4K
4K

4K

3LDK

2DK

3LDK

3LDK

3LDK
4LDK

3LDK

3LDK

3DK
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と
う
ち
ゃ
ん

冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

始
ま
っ
た
ネ

よ
ー
し

ガ
ン
バ
レ

日
本

気
合
だ

よ
ー
し

上
村
愛
子

「
金
」
を

と
っ
て
く
れ

13
日
は

ジ
ャ
ン
プ
の

ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

が 

あ
る
っ
ち

14
日
か
ら
は

モ
ー
グ
ル
が

始
ま
る
っ
ち

14
日
か
ら
は

フ
ィ
ギ
ュ
ア
が

は
じ…

ど
う
し
た
ん

浮
か
ん
顔
し
ち

と
う
ち
ゃ
ん

ど
う
せ

関
係

な
い
じ
ゃ
ん

浮
か
れ
す
ぎ
て

バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
を

忘
れ
て
し
も
〜
た

と
こ
ろ
じ

そ
れ

ハ
ン
バ
ー

　

ガ
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国
東
中
学
校
へ
車
い
す
を
寄
贈

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

鬼
の
ル
ー
ツ
を
伝
え
る 「
修
正
鬼
会
」

　

１
月
18
日
㈪
、
大
分
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
（
秦
勝
子
会
長
）

か
ら
車
い
す
１
台
が
国
東
中
学
校

（
手
嶋
英
明
校
長
）
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
同
会
で
は
社
会
福
祉
活

動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
９
年
度

か
ら
女
性
部
員
の
募
金
で
、
福
祉

施
設
や
教
育
機
関
へ
車
い
す
を

贈
っ
て
い
ま
す
。
贈
呈
式
で
は
、

国
東
町
商
工
会
の
西
田
文
代
女
性

部
長
か
ら
車
い
す
が
渡
さ
れ
、
手

嶋
校
長
と
清
水
識
貴
生
徒
会
長
が

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

え

お
に

し
ゅ 

じ
ょ
う

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

問い合わせ　国東市歴史体験学習館　☎０９７８‒７２‒２６７７

　

無
形
の
民
俗
文
化
財
は
、
歌
舞
伎
な
ど

プ
ロ
の
芸
能
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
の

民
衆
に
よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
た
祭
り
や

芸
能
を
指
し
、
世
界
に
先
駆
け
日
本
の
文

化
財
保
護
法
で
昭
和
50
年
か
ら
選
定
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
修
正
鬼
会
は
、

「
芸
能
の
発
生
ま
た
は
成
立
を
し
め
し
て

い
る
」
と
さ
れ
、
法
制
化
の
２
年
後
、
大

分
県
最
初
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し

て
全
国
的
に
も
早
く
、
昭
和
52
年
に
国
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
も
と
も
と
鬼
（
仮

面
劇
）は
、
祖
先
を
模
し
た
仮
面
を
か
ぶ
っ

た
人
を
意
味
し
、
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら

す
た
め
に
、
邪
を
な
す
も
の
を
追
い
払
う

存
在
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。「
仏
や
神

が
姿
を
変
え
た
」・「
霊
魂
を
表
現
し
た
」

と
伝
え
ら
れ
る
荒
鬼
や
鈴
鬼
は
、
幸
福
を

も
た
ら
す
古
来
の
鬼
の
姿
を
今
日
に
伝

え
、
そ
の
舞
は
芸
能
の
発
生
や
成
立
を
示

す
古
い
要
素
を
残
し
て
い
ま
す
。
成
仏
寺

の
鬼
た
ち
は
、
午
前
零
時
ご
ろ
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
登
場
し
ま
す
。

●午後３時00分～「昼の勤行」（読経）
　　　　　　　　　〈午後５時30分から「おとき」があり、関係者の夕食となります。〉
●午後７時00分～「垢離取り」（川で水垢離をとる）
●午後８時00分～「盃の義」
●午後８時30分～「タイアゲ」（大松明をあげる）
●午後９時30分～「夜の勤行」
●午後11時00分～「立役」（香水の舞など芸能的な要素が濃い）
　　　　　　　　　〈立役の最後に鈴鬼が出て舞い、荒鬼を招き出します。〉
●午前０時00分～「鬼走り」（荒鬼が登場）
◎参拝者への加持祈祷が終わると鬼たちは村へ出て行きます。
　※時間は予定です。当日の進行状況により前後します。
　※成仏寺の近くには食事のできる場所はありません。

成仏寺「修正鬼会」（２月18日㈭）

あ
ら 

お
に

す
ず 

お
に

ごんぎょう

こう　り　 と

さかずき　  ぎ

たち やく

おに ばし


